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児童数の減少等により、通常学級は１７学級から１５学級に減りました。
一方、特別支援学級は、新たに「さくら学級」が設置され、２学級から
３学級に増えました。

４ 月 の 主 な 行 事 予 定

９ 月 入学式 新任式 始業式

1０ 火 給食開始(２～６年)5時間 通学班会議(２校時)

身体測定(４～６年) 一斉下校（２～６年）１５：００

通学路点検 下校指導 基礎基本

１１ 水 登校指導 基礎基本
身体測定（１～３年、ゆり ひまわり さくら）

12 木 登校指導 基礎基本
埼玉県学力・学習状況調査（４～６年）（国、算、質問紙）

13 金 １年生を迎える会 登校指導

離任式（５校時） 視力検査（６年）

14 土

15 日

16 月 朝読書 代表委員会 心臓検診（1年）

17 火 全国学力・学習状況調査（６年）（国、算、理）
1年給食開始 基礎基本

18 水 元気タイム 尿検査一次

19 木 基礎基本 尿検査一次

20 金 授業参観13:30 懇談会14:25 PTA総会15:30

下校14:20

21 土

22 日

23 月 家庭訪問① 朝読書 視力聴力検査（5年）

24 火 家庭訪問② 視力・色覚検査(４年) 尿検査予備

基礎基本

25 水 家庭訪問③ 元気タイム 視力・聴力検査（３年）

アルカス熊谷タグラグビー教室（５年）

2 6 木 家庭訪問④ 視力・聴力検査（２年） 基礎基本
第１回学校体育施設開放運営協議会 18:00

27 金 家庭訪問⑤ 視力聴力検査(１年ゆりひまさくら)
心臓検診予備 音楽朝会

28 土

29 日 昭和の日

30 月 休日

５月の主な行事予定

１日（火） 開校記念日
２日（水） 家庭訪問⑥ 基礎基本
７日（月） ＪＲＣの日 代表委員会 朝読書

ＰＴＡ全体委員会①
８日（火） 交通安全教室（１・４年） 基礎基本
９日（水） ３時間授業(給食なし)11:40下校
１１日（金） 全校朝会 委員会
１２日（土） 第１回PTA親子資源回収
１４日（月） 朝読書
１５日（火） 基礎基本
１６日（水） 校外学習(２年) 元気タイム
１７日（木） 基礎基本 歯科検診

交通安全教室②(４年)
１８日（金） クラブ たてわり活動 内科検診
２１日（月） 尿検査２次 朝読書

耳鼻科検診(1･3年ゆりひまさくら）
２２日（火） プール清掃 尿検査２次 基礎基本

２３日（水） 元気タイム 耳鼻科検診(2･5年ゆりひまさくら)
２４日（木） 基礎基本
２５日（金） 避難訓練 引渡し訓練 音楽朝会
２８日（月） 朝読書
２９日（火） 知能検査（２･４年） 基礎基本 尿検査2次予備

３０日（水） 元気タイム 内科検診（1年）
３１日（木) 歯科検診(1･2年ゆりひまさくら） 基礎基本

＊ 予定は、変更することがあります。

玉 の 井

平成３０年度もよろしくお願いいたします

校 長 坂 上 正 明

引き続き、本校校長を務めさせていただきます、坂上正明と
申します。どうぞよろしくお願いいたします。

【 校 訓 】 さて、平成３０年度当初人事異動により、下記のとおり職員の転
出入がありました。昨年と異なり、本校の学校規模からするとだいぶ少ない異動とな
りました。
本日、６９名の新入生を迎え、全校児童４７８名と総勢３８名の教職員で平成３０

年度がスタートしました。今年度も、熊谷教育の指針である「熊谷の子どもたちは、こ
れができます！『４つの実践』と『３減運動』」をもとに教育活動を進めてまいります。
保護者・地域の皆様には、日頃から本校教育活動への御理解と御協力を賜っている
ことに感謝いたしますとともに、引き続き御支援のほど、よろしくお願いいたします。
なお、学校教育目標及び学校経営方針を、以下のとおり踏襲してまいります。
学校教育目標 「思いやりのある子 よく考える子 たくましい子」

○思いやりのある子・・・人にやさしく、思いやり、助け合える子を育てる
○よく考える子・・・基礎基本の定着で自信と意欲を持たせ、あきらめない子を育てる
○たくましい子・・・様々な体験活動を通して、心身ともにたくましい子を育てる
学校経営方針 子どもに「自信」・保護者に「安心」・地域に「関心(感心)」

〇子どもに自信・・・よさや可能性を認め、褒め、自信を持たせる。自信は意欲に。
〇保護者に安心・・・安心、安全な環境を整え、任せられると感じられる学校に。
〇地域に関心(感心)・・・どんな学校なんだろう？から、なかなかやるじゃないか、へ。

大人が手本となって
上述した「熊谷の子どもたちはこれができます！『４つの実践』

と『３減運動』」は、大人が手本となって行うことで、より一層
実効性が増します。特に、子どもたちにとって最も身近な大人、
つまり“親”のあり方は重要です。
「子どもは、親の言うとおりにはやらない。親のするとおりに
やる」、「子は親の鏡」といった言葉はあまりにも有名です。
子どもは、我々大人の言動を実によく観ています、聴いてい

ます。私も児童に言われて「ドキッ」とした経験があります。
そんなことまで観ていたのか、聴いていたんだ・・・と。
歩きスマホは危険と、誰もが知っています。運転中の車からタバコやゴミのポイ捨

てなど論外です。スーパーのカートは所定の場所に戻す、当たり前のマナーでしょう。
大人が“ 生きた手本 ”となって、無言の正しい教えを子どもたちに行いましょう。


